持続可能な地域社会創造の取り組み : 徳島県勝浦郡上勝町における「彩」事業を中心として by 石川 和男




























どが山林で、その中に大小 55 集落が点在している。 
 上勝町は、いつのまにか｢四国で一番人口の少ない町｣になり、2005 年国勢調査では、2,000
人を切った。最も人口が多かったのは 1950 年の 6,356 人であったが、基幹産業である農林業の
衰退で人口が減少し続け、半世紀で 3 分の 1 以下になった。しかも町民の約半数は 65 歳以上の
高齢者である（笠松・佐藤［2008］pp.10-12）。13 年 3 月末現在の人口は 1,904 名であり、5 歳
－ 129 － 
刻みの年齢分布で見ると、75-79 歳の層が最も分厚くなっている（http://www.kamikatsu.jp/：
2013 年 4 月 15 日）。 
 65 歳以上の高齢者が住民の過半数を占める集落は「限界集落」（1991 年に現長野大学教授大
野晃氏が命名）といわれている。2007 年に国土交通省と総務省が実施した全国の過疎地域 775
市町村の調査では、過疎地の集落 62,271 のうち、10 年以内に消滅可能性のある集落といずれ
消滅する可能性のある集落を合わせた「消滅する可能性のある集落」は、はじめて調査を行っ
た 99 年よりも 532 集落多い 2,641 集落に増加した。この間に実際に消滅した集落は、191 集落
あり、ダム建設などの集団移転 20%、過疎化と高齢化での自然消滅 57％であった。上勝町では
















 上勝町の山林は、人口林率が 83％に達し、自然林は一部に限られている。わずか約 20ha の
美しいブナの原生林が残り、本数は少ないが、太さ、長さは日本有数である（笠松・中嶋［2007］
p.9）。また、北海道美瑛町からの呼びかけで、フランスに倣い、当初上勝町を含めて全国 7 つ
の町村が共同して 2005 年 10 月「日本で最も美しい村連合」を設立した。それが現在では 49




－ 130 － 
民館、基幹集落センター、公園などを整備するなど国の誘導政策で動いてきた（笠松・中嶋［2007］
p.19）。このような四国一小さな町が、持続可能な地域社会の実現を目標（上勝町活性化振興計







各学年が 1 学級を維持するのに必要な 10 人前後の子どもが、毎年出生する状態が継続すること




 上勝町では人口維持を図るために、U ターンや I ターンを促進するためにはさまざまな取り
組みを行ってきたことは少し触れたが、その取り組みの一つが、第三セクターの設立であった。
町が主体となって、5 つの第三セクターを設立し、約 130 人の雇用を生み出している。この背
景には、過疎化や高齢化の進捗を踏みとどまらせるには、町で生まれた若者が住み続けるだけ
ではなく、町外の若者も容易に移住できる体制を整備しなければならないという考えが背景に






契機として、93 年から 2 年間で 7 世帯の若い家族が移住し、I ターンした世帯のほとんどが建






－ 131 － 
ている。さらに 96 年には｢(株)ウインズ｣（国土調査と一般の測量設計）｢(株)もくさん」(森林
組合などの出資により、木材生産から加工、住宅の設計施工までを一貫して実施）の 2 社を設















で、「交流」から「定住」への取り組み事業の実施（http://www.kamikatsu.jp/：2013 年 4 月 15







































































と名付けた。商品のシールや化粧箱も作り、87 年 2 月頃から正式に販売を開始した。彼自身は
つまものにする葉や花は自然のままがよいと考えていたが、彼や農家の期待に反して、卸売市
























1958 年 9 月に徳島県に生まれ、79 年 3 月に徳島県農業大学校を卒業し、同年 4 月上勝町農協に






































 1996 年 4 月、横石氏が農協を去り、新しい職場として選択したのは上勝町役場であった。役
場では産業課長補佐に任じられた。その後、将来に不安を感じた農家が、横尾氏を営業現場に
戻そうと指名してきた。それは横石氏が去った農協では売上が急減し、寒害で温州ミカンが全
滅した後から 15 年間驚異的に伸びてきた売上が、15 億円（96 年）から 14 億（97 年）、それ以














る代表取締役副社長に就任し、07 年 7 月には「News Week（日本版）」世界を変える社会起業
家 100 人に選出された。このうち日本人は 5 人で、｢高齢者の生き甲斐を生み出すビジネス｣の
起業家は世界で一人しかいなかった（笠松・佐藤［2008］p.77）。その後、09 年 5 月に代表取
締役社長に就任し、現在に至っているが、講演依頼が後を絶たないほど、多忙な日々を過ごし











とが魅力であった。1986 年当初、｢彩｣は 4 軒の農家から始まり、年間売上は 116 万円でしかな
かったが、1 年半後の 88 年 4 月には 44 軒の農家が参加し、農協内部に｢彩部会｣が結成された
（横石［2007］pp.76-77）。部会員の中には、いろいろな会議や研修にも参加する者が増え始め、
料亭にも出向いて勉強をすることもあった。そして参加者は、次第に自分たちの位置を知るよ


































































































館、弁当製造元などに届けられる。葉物はおおよそ 1 パック 250～300 円で出荷される（横石
［2007］p3）。 
 葉物や花物を入れたパックにはラップをかけ、1 箱に 10 パックを詰める。これが標準的な出
荷形状である。そして各農家が JA 東とくしま上勝支所に 12 時までに持参する。先にも取り上
げたように箱には農家の番号を示すバーコードが付されている。ここから全国 44 の卸売市場に
出荷される。商品の輸送にはトラック、飛行機を使用している。その後、翌日に各卸売市場で
－ 140 － 
競りにかけられる。1 箱あたり 2,000～2,500 円で売買される。出荷先は、北は北海道から南は
九州までであり、沖縄と海外へは出荷していない。農協では 1 日あたり 300 箱程度扱っている
が、年末には 2,000 箱以上になり、平均の 5～6 倍にもなる。ほとんどがお正月のお節料理のた
めの需要である。運送料は軽いため 1 箱あたり 30 円程度である。パック詰めした葉物や花物の
鮮度は 1 週間程度保たれる。出荷については、ほとんど卸売市場を通している。ただ、「彩」事
業の初期に関係があった業者に対しては、一部直接出荷している商品もある。 






上は 90 歳代の人までいる。葉っぱビジネスによる農家の収入の平均は 100 万円である。1,000
万円を超える農家もあるが、それは家族だけではなく、人を雇用して行っている。また、常時














 (株)いろどりには、社長を含めて社員が 10 名在籍している。会社としての収入は「彩」事業
の手数料として 5％を徴収し、シイタケやキウイの物販、社長の講演料などである。2013 年 2
月末現在、社員は徳島県外から 7 名が入社しており、平均年齢 30 歳の若い会社である。また、
社員は栽培等には直接は関わっていない。「彩」事業の視察は、年間 3,000～4,000 人ほどで約
－ 141 － 



















































































年度第 1 回セミナー報告書』pp.1-46 
杉本義行・小宮地雅博・岩崎尚人［2010］「農業ビジネスの競争力強化とビジネスモデルの構築」










「彩」事業の説明と見学(専修大学社会科学研究所春期実態調査)：2013 年 2 月 26 日 
